
太閤秀吉功路ロゴマーク使用規程 

（趣旨）

第１条 この規程は、太閤秀吉功路ロゴマーク（以下「ロゴマーク」という。）の使用に

関して必要な事項を定め、太閤秀吉功路事業を名古屋市中村区の内外に発信するとと

もに、中村区民の中村区への愛着や誇りを高めることを目的とする。 

（定義）

第２条 この規程におけるロゴマークとは、「太閤秀吉功路ロゴマークに関するデザイン

ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）において定める、記号、マーク若し

くは図案化された文字列又はその両方を組み合わせたものをいう。 

（形状等）

第３条 ロゴマークのデザインは、別紙のとおりとする。 

（用語の定義）

第４条 本規程において用いられる用語の定義は次のとおりとする。

（１） 広報・広告とは、商品や事業等の情報を世間に広く宣伝するものをいう。

（２） 景品とは、商品等の販売促進を目的とした製品及びそれに準ずるものをいう。

（３） 商品とは、販売を目的として製造した製品及びそれに準ずるものをいう。

（使用申請）

第５条 ロゴマークを使用しようとする者は、ロゴマーク使用承認申請書（第１号様式）

を名古屋市中村区役所区政部地域力推進室（以下「推進室」という。）に提出し、承認

を受けなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限り

ではない。

（１）国又は地方公共団体が使用する場合

（２）新聞、テレビ、雑誌等報道関係機関が報道目的に使用する場合

（３）報道関係機関以外（機関紙や地域広報紙等）で、推進室がその使用目的を前号に

準ずるものと認めた場合

（４）本条により承認を受けた商品について、当該商品に関連した広告・宣伝に使用す

る場合

（５）その他推進室が別に定めた場合

（使用承認基準）

第６条 推進室は、申請書を受理した場合は、その内容を審査し、適当と認めるときは、

ロゴマーク使用承認書（第２号様式）を交付する。

２ ロゴマークの使用が次の各号いずれかに該当する場合は、推進室はこれを承認しな

いこととし、ロゴマーク使用不承認通知書（第３号様式）を交付する。



（１） 名古屋市における太閤秀吉功路事業のＰＲ活動や郷土愛の機運醸成とい

う趣旨に反するおそれがある場合

（２） 名古屋市の品位を傷つけ、又は正しい理解の妨げとなるおそれがある場合

（３） 特定の政治、思想、宗教の活動に利用されるおそれがある場合

（４） 特定の個人又は団体の売名に利用されるおそれがある場合

（５） 提供される物品やサービスの品質を推進室が保証するものとして利用されるお

それがある場合

（６） 不当な利益を得るための活動、又はそのおそれがある場合

（７） 名古屋市の事業又は名古屋市の認めた関連事業を推進する上で支障となるおそ

れがある場合

（８） 法令や公序良俗に反するおそれがある場合 

（９） 適正な使用方法に従って使用しないおそれがある場合 

（10） 申請者が、名古屋市暴力団排除条例（平成２４年名古屋市条例第１９号）第２条 

第２号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）である者又は同条第１ 

号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者であると認めら 

れる場合 

（11） その他、承認することが不適当と認められる場合 

（使用料）

第７条 使用承認を受けた者に対するロゴマークの使用料は、無償とする。

（使用承認の有効期間）

第８条 ロゴマークの使用承認の有効期間は、使用承認を受けた日から当該日の属する

年度の最終日までとし、期間満了１か月前までに、使用承認を更新しない旨の通知が

無い限り、承認期間は１年更新され、以降も同様とする。

（使用承認後の手続き）

第９条 商品又は景品への使用を目的として使用承認を受けた者は、当該物品（以下「物

品等」という。）の販売又は配布前に完成品の写真を電子データで推進室に提出するも

のとする。

２ 推進室は、前項による確認の結果、物品等が適正でないと認める場合は、使用者に

対して是正を求めることができるものとし、使用者は速やかにこれに応じ、推進室の

承認を受けなければならない。

３ 前項の規定による是正に要する費用は、使用者が負担するものとする。

（使用上の遵守事項）

第１０条 使用者は、次の各号に定める事項を遵守しなければならない。

（１） 承認された用途のみに使用し、推進室の指示するガイドラインに従うこと。

（２） 第三者にこれを譲渡し、又転化しないこと。

（３）ロゴマークのイメージ、信用性等を損なうことがないよう適正に使用するととも



に、安全性、品質についても十分な配慮をすること。

（４） 物品等に関してＪＡＳ法、景品表示法、食品衛生法その他各種法令及び規程を遵

守し、使用者が全て責任を負うこと。

（５） 推進室は、使用者のロゴマークの使用方法がロゴマークのイメージ、信用性を損

なうおそれがあるとき、又はＪＡＳ法、景品表示法、食品衛生法その他各種法令

及び規程に違反するおそれがあるときは、使用者に対し、是正を求めることがで

きる。

（６） 物品等にロゴマークを使用する際にかかる費用は、使用者が全て負担すること。

（７）当該使用に係る物品等の使用にあたり、事故等が発生しないよう万全の配慮を行

うこと。なお、当該使用に係る物品等を原因とする事故に対しては、推進室及び

名古屋市は一切の責任を負わない。

（同一性の保持）

第１１条 使用者は、物品等の意匠について、ガイドラインに従うものとし、本来の意匠

との同一性を損なわないようにしなければならない。

２ 使用者は、ロゴマークの使用に関して、推進室の信用を害することがないように努

めるものとする。

３ 使用者は、物品等が、推進室が製造又は販売する物品等であると誤認されるおそれ

がないように必要な配慮を行わなければならない。

４ 物品等が、推進室が製造又は販売する物品等であると誤認されるおそれがあると

推進室が認めた場合は、推進室は、使用者に対し、ロゴマークの使用中止又は物

品等の外観その他についての是正を求めることができる。

（報告義務）

第１２条 推進室は、使用者に対し、ロゴマークの使用に関する事項について、資料の

提出又は報告を求めることができ、使用者は、速やかにこれに応じなければならない。

２ 使用者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、推進室に対して、直ちにその旨

を書面により通知しなければならない。

（１）使用者の住所又は所在地、代表者、商号等の変更をしようとするとき

（２）株主構成又は役員構成等の組織に関する大きな変更をしようとするとき

（３）使用者の解散、合併、減資、営業の全部又は一部の譲渡又は譲受、会社分割の決

議その他これに類する変動が生じたとき

（４）前各号に定めるもののほか、名古屋市との関係に重大な影響を及ぼすおそ

れのある事実が生じたとき

（権利設定の禁止）

第１３条 使用者は、ロゴマークについて、知的財産に関する一切の権利を新たに設定

又は登録してはならない。



（権利義務の譲渡等の禁止）

第１４条 使用者は、承認によって生ずる権利又は義務を第三者に貸与し、譲渡し又は

承継させてはならず、承認に基づくロゴマークの使用権を第三者に対し再承認しては

ならない。

（使用承認の変更）

第１５条 承認を受けた者が、承認事項を変更し、又はその他申請書に記載した事項に異

動を生じた場合は、ロゴマーク使用変更承認申請書（第４号様式）を提出し、推進室

の承認を受けなければならない。

２ 推進室は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、適当と認め

るときは、ロゴマーク使用変更承認通知書（第５号様式）により、申請者に通知する

ものとし、適当でないと認めたときはロゴマーク使用変更不承認通知書（第６号様式）

により申請者に通知するものとする。

（使用承認の取消）

第１６条 第６条第１項又は前条第２項の規定により、ロゴマークの使用承認を受けた

場合において、次の各号いずれかに該当する場合、推進室は使用承認を取消すことが

できる。

（１） 使用承認を得るより前にロゴマークを使用したとき。

（２） 第５条第２項各号のいずれかに該当することとなったとき。

（３） 使用承認の際に付した条件に違反したとき。

（４） 虚偽又は不正により使用申請を行ったとき。

（５）使用者が自ら振り出し、又は裏書した手形又は小切手が不渡処分を受けたとき

（６）使用者が公租公課の滞納処分を受けたとき

（７）使用者が自らの債務不履行により、差押え、仮差押え、仮処分等を受けたとき

（８）使用者が破産申立て、民事再生若しくは会社更生の申立てをなし、又はこれらの

申立てを受けたとき

（９）使用者が解散、合併又は営業の全部若しくは重要な一部の譲渡を決議し、それに   

   よってこの要項の遵守に支障が生じたとき

（10）使用者が監督官庁から営業の取消し又はそれに準ずる処分を受けたとき 

（11）使用者が第８条第２項、第９条第５項又は第１０条第４項による是正の求めに応

じなかったとき

（12）使用者がこの要綱の各条項に違反したとき

（13）使用者が重大な背信行為を行ったとき

（14）前各号に定めるほか、使用者によるこの要綱の遵守が困難であると認められる相

当の事由があるとき

（15）ロゴマークに関する推進室の権限の行使に支障が生じたとき

（16） その他推進室が必要と認めたとき。

２ 推進室は、前項の規定により使用承認を取消すときは、ロゴマーク使用承認取消

通知書（第７号様式）により、申請者に通知するものとする。



３ 推進室は、前項の規定により承認を取り消されたものに対し、当該承認に係る物

品の使用停止及び回収を求める等適切な措置をとることができる。

４ 承認の取消しにより、推進室又は第三者に損害賠償、訴訟費用その他の費用が生

じた場合は、使用者はその費用を負担しなければならない。

（紛争の解決）

第１７条 使用者は、ロゴマークの使用に関して、第三者から権利侵害等の主張があっ

た場合は、事故の責任と費用負担において解決するものとし、推進室に何ら迷惑をか

けないものとする。

（使用者の物品に対する責任）

第１８条 使用者の物品等の安全、品質等については、全て使用者が責任を負い、推進

室に何ら迷惑をかけないものとする。

（製造の委託における管理監督責任）

第１９条 使用者は、物品等の製造を第三者に委託しようとする場合は、受託者がこの

規程の各条項に違反することがないよう、管理監督責任を負わなければならない。

２ 受託者の違反行為により推進室が損害を受けた場合は、使用者がその損害を賠償

しなければならない。

（損害賠償）

第２０条 使用者の物品等の構造上、製造上その他の瑕疵により第三者が損害を受け、

その結果、推進室が当該第三者に対する損害賠償、訴訟費用その他の費用を支出した

場合は、使用者は、推進室に対して直ちにその費用を弁償しなければならない。

（損失補償等の責任）

第２１条 推進室及び名古屋市は、ロゴマークの使用に係る損失補償等一切の責任を負

わない。

２ 使用者は、ロゴマークの使用に際して故意又は過失により推進室及び市に損害を

与えた場合は、これによって生じた損害を推進室区及び名古屋市に賠償しなければ

ならない。

（使用承認後の処理）

第２２条 使用承認期間が終了した場合の使用者の在庫物品等については、使用者は、

承認期間終了時から３か月以内に限り、販売等をすることができる。

（補則）

第２３条 この規程に定めるもののほか、ロゴマークの取扱いについて必要な事項は推

進室が別に定める。



附則

この規程は、平成３１年３月３１日から施行する。



広報・公告

第１号様式－１ 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用承認申請書 

（あて先）名古屋市中村区役所区政部地域力推進室 

住 所 

団体名 

代表者役職・氏名    

太閤秀吉功路ロゴマークの使用について、下記のとおり申請いたします。

記 

使用対象物

（該当するものに ）

□ ポスター、パンフレット、チラシ 

□ ウェブサイト 

□ 商品POP 

□ その他（                      ）

使用目的

使用期間

（１年以内）
  年  月  日  ～      年  月  日 

連絡先

（フリガナ） 

氏 名 

T E L  F A X  

E-mail  

【遵守事項】 

１ ロゴの使用方法及び申請団体、法人の組織等がわかる資料を添付してください。 

２ 申請書に記載した方法以外の使用を禁じます。 

※承認番号

         （この欄には記載しないでください。）



景品・商品  

第１号様式－２ 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用承認申請書

（あて先）名古屋市中村区役所区政部地域力推進室

住 所

団体名 

代表者役職・氏名

太閤秀吉功路ロゴマークの使用について、下記のとおり申請いたします。 

記 

景品・商品名

景品・商品の概要

（仕様・サイズ等）

製作数
販売予定単価

（税別） 
 \ 

販売場所

使用期間

（１年以内）
  年  月  日  ～      年  月  日 

連絡先

（フリガナ） 

氏 名 

T E L  F A X  

E-mail  

【遵守事項】 
１ ロゴの使用方法及び申請団体、法人の組織等がわかる資料を添付してください。 
２ 申請書に記載した方法以外の使用を禁じます。 

（この欄には記載しないでください。）

※承認番号



第２号様式－１ 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用承認通知書

           様 

中村区役所区政部地域力推進室長 

年 月 日付けで申請のあった太閤秀吉功路ロゴマークの使用については、下 

記のとおり承認しますので、通知します。 

記 

使用対象物

（該当するものに ）

□ ポスター、パンフレット、チラシ 

□ ウェブサイト 

□ 商品POP 

□ その他（                      ）

使用目的

使用期間

（１年以内）
  年  月  日  ～      年  月  日 

使用条件

備考

承認番号



第２号様式－２ 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用承認通知書

           様 

中村区役所区政部地域力推進室長 

年 月 日付けで申請のあった太閤秀吉功路ロゴマークの使用については、下 

記のとおり承認しますので、通知します。 

記 

景品・商品名

景品・商品の概要

（仕様・サイズ等）

製作数
販売予定単価

（税別） 
 \ 

販売場所

使用期間

（１年以内）
  年  月  日  ～      年  月  日 

使用条件

備考

承認番号



第３号様式 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用不承認通知書

           様 

中村区役所区政部地域力推進室長 

年 月 日付けで申請のあった太閤秀吉功路ロゴマークの使用については、下 

記のとおり承認しないこととしましたので、通知します。 

記 

承認しない理由 



第４号様式 

  年  月  日 

太閤秀吉功路使用変更承認申請書 

（あて先）名古屋市中村区役所区政部地域力推進室 

                            住 所 

                          団体名 

                             代表者役職・氏名                   

  年  月  日付け、承認番号第 号で使用の承認を受けた太閤秀吉功

路ロゴマークについて、下記のとおり変更したいので申請します。 

記 

変更内容

連絡先

（フリガナ） 

氏 名 

T E L 

F A X 

E-mail 

【遵守事項】 

１ ロゴマークの使用方法を変更する場合は、使用方法のわかる資料を添付してください。 

２ 申請書に記載した方法以外の使用を禁じます。 



第５号様式 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用変更承認通知書

           様 

中村区役所区政部地域力推進室長 

 年  月  日付け、承認番号第 号で使用承認を受けた太閤秀吉功路ロゴマ

ークについて、下記のとおり変更を承認しますので、通知します。 

記 

変更内容

備考

承認番号



第６号様式 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用変更不承認通知書

年 月 日付けで申請のあった太閤秀吉功路ロゴマークの使用変更については、

下記のとおり承認しないこととしましたので、通知します。 

記 

承認しない理由 



第７号様式 

  年  月  日 

太閤秀吉功路ロゴマーク使用承認取消通知書

           様 

中村区役所区政部地域力推進室長 

年 月 日付け   第   号で承認した太閤秀吉功路ロゴマークの使用に

ついては、下記のとおり使用の承認を取り消しますので、通知します。 

記 

取り消す理由 

※回収等、使用承認の取り消しに伴う費用の一切は、使用者の負担となります。 
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